
























































Present Situation of Multilingualism in Australia and Fiji





























割合が 56% と 44％で、移住者の割合が高い（オー
ストラリア統計局 2008 年 3 月）。
オーストラリア人の祖先（ある血統で、それ
を継いで来た先代以前の人々）の国は約 250 カ




















言語 1996 年 2006 年 10 年間の成長率％
1位 英語 14,564,900 15,581,300 7.0
2 位 イタリア語 375,800 316,900 -15.7
3 位 ギリシャ語 269,800 252,200 -6.5
4 位 広東語 202,500 244,600 20.8
5 位 アラビア語 177,600 243,700 37.2
6 位 マンダリン 92,400 220,600 138.9
7位 ベトナム語 146,300 194,900 33.2
8 位 スペイン語 91,300 98,000 7.4
9 位 ドイツ語 98,800 75,600 -23.5
10 位 ヒンディー語 34,000 70,000 106.0
11位 マケドニア語 71,300 67,800 -4.9
12 位 クロアチア語 69,200 63,600 -8
13 位 韓国・朝鮮語 29,900 54,600 82.6
14 位 トルコ語 46,200 53,900 16.6
15 位 ポーランド語 62,800 53,400 -14.9
番外 日本語 19,310 25,290 30.9





























































































































































順に① Cultivated Australian、② General Australian、

















































































































































































































































































































フィジーの教育審議会 2000 年の報告（Report 












































人口は、1 億 2805 万 6000 人で、そのうち外国人
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